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株式会社ディーディーエルの株式取得（子会社化）に関するお知らせ 

 

 

当社は、2022 年 ９月 26 日開催の取締役会において、株式会社ディーディーエル（所在地：北海

道札幌市 代表取締役 出村 孝彦）の全株式を取得し、子会社とすることについて決議いたしましたの

でお知らせいたします。 

 

 

１．株式の取得の理由 

 当社グループは、社会に安全・安心を提供することを使命とし、火災防災事業を中心に、製品・シス

テムの研究開発・生産から販売・施工・メンテナンスに至るまで一貫したソリューションを展開してお

ります。そして、2024 年３月期を最終年度とする３カ年の中期経営計画 VISION2023において「魅力あ

るグローバルブランドへの挑戦」をビジョンとして掲げ、このビジョン実現に向けた戦略投資を積極的

に実施することとしております。 

このたび子会社化する株式会社ディーディーエルは、入退室管理システムや玩具の開発で培ったハ

ードウェアとソフトウェアの製品開発力を保有しております。当社が創立以来培ってきた火災防災や建

築業界における技術・ノウハウとのシナジー効果により、当社グループの国内事業の成長戦略の 1つに

掲げる「DXによる防災事業の領域拡張」による新たな成長と、火災防災事業に次ぐ事業の柱である防

犯設備事業の更なる成長を実現するため、本件株式取得を決定いたしました。 

 当社グループは、このような戦略投資をさらに拡大し、グループ経営を推進することで今後より一層

の成長を目指してまいります。 
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２．異動する子会社（株式会社）の概要 

（１） 名 称 株式会社ディーディーエル 

（２） 所 在 地 北海道札幌市北区北 7条西 6丁目 2番地 34 SKビル 6階 

（３） 代表者の役職・氏名 代表取締役 出村 孝彦 

（４） 事 業 内 容 ハードウェア・ソフトウェアの開発、ハードウェアの直販 

【ハードウェア】 

・システム回路設計、開発、玩具開発、業務用機器開発 

【ソフトウェア】 

・アプリケーション開発、ハードウェア検査ソフトウェアの開発 

（５） 資 本 金 35,000千円 

（６） 設 立 年 月 日 2005年４月 20日 

（７） 大株主及び持株比率 出村 孝彦（同社代表取締役）71.4% 

（８） 上場会社と当該会社 

と の 間 の 関 係 

資 本 関 係 該当事項はございません。 

人 的 関 係 該当事項はございません。 

取 引 関 係 重要な取引関係はございません。 

（９） 当該会社の最近３年間の経営成績及び財政状態(千円) 

決算期 2020年３月期 2021年３月期 2022年３月期 

 総 資 産 278,497 340,564 303,301 

 売 上 高 522,845 537,105 450,357 

純資産、営業利益、経常利益、当期純利益につきましては、相手先の意向により開示は控えさせてい 

ただきます 

３．株式取得の主な相手先の概要 

（１） 氏 名 出村 孝彦 

（２） 住 所 北海道札幌市 

（３） 上 場 会 社 と 

当 該 個 人 の 関 係 

当社と当該個人との間には、記載すべき資本関係・人的関係・ 取引

関係はございません。 

その他株主については個人であることから開示を控えさせていただきます。 

４．取得株式数,取得価額及び取得前後の所有株式の状況 

（１） 異動前の所有株式数 0 株（議決権の数：0個）（議決権所有割合：0%） 

（２） 取 得 株 式 数 700株（議決権の数：700個） 

（３） 取 得 価 額 相手先の意向基づき非公表としておりますが、取得価額は第三者が

算定した評価額をもとに株式取得の相手先との協議のうえ決定して

おります。 

（４） 異動後の所有株式数 700株（議決権の数：700個）（議決権所有割合：100%） 
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５．日程 

（１） 取 締 役 会 決 議 日 2022年９月 26日 

（２） 契 約 締 結 日 2022年９月 26日 

（３） 株 式 譲 渡 実 行 日 2022年 10月３日（予定） 

 

６．今後の見通し 

 本株式取得による 2023 年３月期の連結業績に与える影響は軽微となる見通しであります。今後、開

示の必要が生じた場合には速やかに開示いたします。 

以 上 


